Layout会議　メモ

日時：2011年1月25日（火）
場所：宇宙線研　6F セミナー室1
参加：齊藤（芳），榊原，斎藤，道村，木村，高橋，三尾，大前，吾妻，関口，石崎，鈴木、寺田、内山

1月11日のchief meetingにおいて，総合図の作成を真空（齊藤）が中心となって進めて行くことが決定された．その作業方針について齊藤が案を提示して意見を交換した．

1）統合図の必要性
各機器の相互配置が矛盾無く行えるかを図上で表現し，実際の建設据え付けのための基盤情報とする．

2）J-PARCにおける例
J-PARC加速器建設で実際に行った作業，人員，道具立てを例として，どのような作業を進めるかについて説明があった．
＜例＞統合図面を描く人は，全系についての要点とその結びつきが理解できている人をあてなければならない．加えて，CAD操作もできる人である事．JPARCの場合は，KEK真空グループの助教があたった．使用したCADはVector WorksをMacで動かした．各部品のCADデータを一つの図に貼り込む作業を行う．一つの図にまとめて，不足情報，矛盾点を拾いだし，それにもとづいた不足情報の取り立て，修正情報の提出を，各部品の担当部署に要求する．この作業を繰り返して，統合図を仕上げる．

3）LCGTにおける作業の担当者
・齊藤：全体の進行，情報取り立て
・三代木：情報集積，CADでのまとめ，問題抽出
・各サブシステム：担当部品に関する情報提出

4）使用するCADと書き込み権限
AUTOCADを使って進めたい．理由は，会社で多く使用されている事，MacでもWindowsでも使える事．CADの書き込み権限は齊藤と三代木が持ち，他はViewerで読むだけにしておいて作業を始めることにする．

5）CADに載せる情報の許諾について．
会社やLCGT以外の組織からCADデータを提供してもらう場合は，統合図面に組み込むことによって公開と等しい状態になる事を説明して，許諾を得ておくこと．

6）原点と基準平面について．
スタートするにあたって，以下のように約束しておく．
・原点：ビームスプリッター上のビームスポット中心
・基準平面：主光線を含む平面

7）当面の作業（資料1）
まず光学系とトンネルの統合から着手する．具体的には，トンネル掘削時の測量座標系と光学系の基準平面との相対関係（両方の系の座標変換式）を明確にしておく．
齊藤から各サブシステムへの情報取り立て（図面提出要請）に際しては，使用材料の選択理由，機器デザインの思想，インターフェイスの扱い，等についての質問があるので，対応と協力をお願いしたい．

8）Type-BのSASについて（資料2）
Type-B SASのベース構造についてa)Virgo type、b)TAMA-SAS type、c)Ham-SAS typeの3種類が検討されているが，b)案の場合IP脚やフレームが光軸と干渉する。光学レイアウト上b)案が可能か判断してほしい。

9）ゲートバルブの光学窓の位置について（資料3）
径1000のゲートバルブの弁座には，バルブ閉時でもビーム調整が可能なように光学窓を取付ける．その仕様について，高橋から以下のような問合せがある．
・窓の数
・窓の位置
・窓のサイズ(最大150mm)
入札の関係上これらについて，今年度中に決めてほしい。その他真空槽に必要な窓の位置もそろそろ検討したい。

10) iLCGTとbLCGTではITMの素材が違うので、入射光軸を同じにしようとするとウェッジ角度が異なり反射光軸がずれる。注意が必要。

